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Verification of the Relationship Between Stride Width Operation, Ball 






















































試技順 通常 （+）5 （+）10 （+）15 （－）5 （－）10 （－）15
被験者A 131/131 138/136 144/141 148/146 128/126 120/121 115/116
被験者B 139/139 148/144 146/149 154/154 135/134 132/129 131/124
被験者C 133/133 139/138 144/143 148/148 128/128 121/128 116/118
被験者D 142/142 147/147 158/152 155/157 138/137 138/132 137/127
被験者E 150/150 156/155 157/160 163/165 148/145 142/140 138/135
被験者F 174/174 174/179 181/184 186/189 177/169 173/164 169/159
被験者G 147/147 149/152 155/157 156/162 142/142 131/137 127/132
被験者H 144/144 148/149 153/154 156/159 141/139 138/134 138/129
被験者I 126/126 134/131 140/135 140/140 130/121 122/116 122/111
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+ ５ cm，+10cm，+15cm，- ５ cm，-10cm，-15cm条
件の順に行った。動作計測では光学式３次元動作分析装
置（サンプリング周波数500Hz）・カメラ12台と2台の床
反力計（１kHz）を用い，ヘレンヘイズマーカーセット
を適用した。統計処理では，得られたデータの平均と標
準偏差を求めた。仮説の検証のため，相関分析を行った。
有意水準は５%未満とした。その結果，本研究から以下
の知見がみられたステップ幅と球速の変化の有意な相関
は認められなかった。ステップ幅と踏み込み脚の床反力
鉛直方向成分の最大値および合成床反力の力積との有意
な相関は認められなかったステップ幅と踏み込み足の膝
関節伸展・屈曲Mとの有意な相関が認められなかった。

